
特別支援自閉症・情緒障害特別支援学級 「算数科」学習指導案
<ベーシック授業>

令和３年１１月１０日 第５校時 なかよし１組教室

１ 単元名 「長方形と正方形」 「面積のはかり方と表し方」 「およその面積と体積」

２ 単元設定の理由
（１）学級及び児童の実態

本学級は、男子４名、女子２名による自閉症・情緒障害特別支援学級である。本学級の児童は、国語と算
数を中心に支援学級で、その他を交流学級で学習している。支援学級で行っている算数は、６名それぞれ理
解力に差があるため、本来は１対１の指導が望ましいが、交流の時間がないときなど大人数の場合には、学
年ごとのグループ課題で学習を進めている。また、状況によっては学年を超えて話し合うこともある。

（２）単元について
本単元は、２学年「長方形と正方形」、４学年「面積のはかり方と表し方」、６学年「およその面積と体積」
に関する単元の学習である。本単元は、身の回りにある色々な形を使い、見つけたり書いたり調べたりして
個別学習から集団学習へ展開することで、自力解決が困難な児童でも関わり合いをもちやすく、課題に迫
ることができると考えた。
さらに、図形に関する単元にそろえたことで、学習の系統性に関して、学年を超えた見通しをもつことがで
きる。下の学年の児童は、今後自分が学習する内容を知ったり、今後の学習に対して意欲をもったりすること
ができると考えた。また、上の学年の児童は過去に学んだ学習内容を振り返ることができ、既習学習をより
定着化させることにつながると考えた。

（３）指導・支援について
個別指導については、異学年・異年齢集団による異なる学習活動で教師１人が指導するため、円滑に行
えるよう次のようなことを意識して取り組んできた。
①黒板を３学年ごとに分割し、学年順に進める学習の流れを習慣化する。 ②自分たちで学習していくとい
う意識をもたせるために、児童間で関わり合いを多くもたせるようにする。③問題意識をもって取り組める
ように、これまでとの違いは何なのか、その都度確認する。
そうすることで、少しでも指示を待つだけにならず、時間差があっても主体的に取り組めるようにしていきた
い。
支援については、主に次の３つに重点を置いて取り組んでいる。①算数の用語がたくさん登場し、混乱す
ることが予想されるため、算数の時間だけでなく、日常生活の中で繰り返し用語を使うように心がける。②ノ
ートや掲示物も、書くだけ、貼っただけで終わることのないように、困ったときに活用できる良さを伝える。③
図形の形を正しく認識する力が弱い児童もいるため、具体物を操作する活動を多く取り入れて図形に関す
る用語や意味を、実感をもって理解できるようにする。学習した内容を日常生活の中で実際に活用したりす
ることができるようにしたり、実際に使おうとしたりする意識を育てることにつなげていきたい。

（4）研究の重点活動と単元の指導について
①研究の方針に係る具体的位置づけ

［A 学び合いと知識技能の習得習熟への挑戦］
実態としては友達の考えは聞かず、自分の考えだけを発表することにこだわったり、話し合いの際には発

言力のある児童が中心となったりという課題があるが、できるかぎり本庄型授業スタンダード（ベーシック授
業）を取り入れた学習スタイルにする。学び合う活動では、ホワイトボードやワークシート等を活用し、他の児
童と意見を交わして課題を練っていく。

［B 課題設定とふりかえりの充実］

児童の意欲や探求心が高まるような課題を設定し、まとめと関連付けていく。また、授業の終末３分で必

ず振り返りの時間を設け、自己を見つめる時間をとることで学びの実感を味わわせるとともに次時の学習

への意欲に繋げていく。

［C ICT の活用］
児童の特性やそれに伴う学びにくさは多様かつ個人差が大きいので、必要に応じて適宜タブレットや

大型テレビなどを活用し、児童の問題把握の助けや数学的な見方や考え方を引き出す補助教材とした
い。



３ 児童の実態及び目標
（１）児童の単元に関わる実態及び個人目標

４ 主な指導計画 (◎は本時)
第２学年（全１０時間）

単元にかかわる実態 個人目標

A

・計算が得意で意欲的に取り組むが、急ぐ傾向がり、簡単な間違い
をしてしまうことがある。

・友だちと相談したり質問し合ったりして課題解決に取り組む。

・慌てず落ち着いて課題に取り組むこ
とができる。

・図形を構成する要素に着目し、その
特徴を見いだし、説明することがで
きる。

B

・個人で課題に向き合う場面では、他のことに気を取られがちだ
が、グループで話し合うときには、積極的に意見を言うことができ
る。

・文字や線など、算数に限らず書くことが苦手である。

・自分の考えをもとに、話し合いに参
加することができる。

・ワークシートを活用して、必要なこと
を書くことができる。

C

・算数に対して、苦手意識があるが、グループでの活動には意欲的
である。

・具体物を使った操作活動を通して、課題解決に迫ることができる。

・友達と一緒に操作活動をし、図形の
特徴を理解することができる。

・分からないことや困ったことがある掲
示コーナーを活用して、課題を解決
することができる。

D

・面積を求める公式に当てはめて答えを求めることができる。

・計算は得意な方だが、図形や数量関係がイメージできないことが
ある。

・いろいろなやり方で面積を計算で求
めることができる。

・面積の単位を知り、面積の意味につ
いて理解することができる。

E

・具体物を使った操作活動では、意欲的に取り組むことができる。

・計算は苦手だが、話し合い活動では積極的に参加することができ
る。

・具体物を手がかりにして、面積を求
めることができる。

・友達と一緒に話し合いながら、面積
の求め方を理解することができる。

F

・定規を使って図形の長さを求めることはできるが、図形をかくこと
が苦手である。角や線が曲がってしまっても気にしないで進めて
しまう傾向がある。

・簡単な図形であれば面積を求めることはできるが、気分にムラが
あり、集中力が続かない。

・身の回りにあるものの形について、
既習の基本図形をもとに面積を求
めることができる。

・最後まで集中して課題に取り組むこ
とができる。

〇主な学習活動 課題：○か まとめ：○ま 学習内容 主な評価規準
１ 〇辺や頂点の数に着目して図形を分類する活動を

通して、三角形、四角形の意味や性質を理解する。

○かさんかくやしかくの形のとくちょうをしらべよう。
○ま ３本の直線でかこまれた形を三角形という。
４本の直線でかこまれた形を四角形という。

・直線とかどの数に着目し
て図形の弁別の仕方を考
える
・用語「三角形」「四角形」
「辺」「頂点」

〔態〕図形の辺や頂点の
数に着目して、図形を分
類しようとしている。

【観察・ノート】

２

３
本
時

◎図形を弁別する活動などを通して、三角形、四角
形についての理解を確実にする。

○か三角形や四角形を見つけよう。
○ま へんやちょう点を見れば、見つけることができる。

・三角形、四角形の弁別 〔思・判・表〕三角形や四
角形の弁別の仕方を、
構成要素などを観点とし
て考え、説明している。

【観察・ノート】
４ 〇直角の意味を知り、身の回りから直角を見つける

ことができる。

○かかどの形のとくちょうをはっきりさせよう。
○ま できたかどの形を、直角という。

・用語「直角」身の回りから
直角を見つける

〔知・技〕直角の意味を
知り、紙を折って直角を
作ることができる。

【観察・ノート】



第４学年（全１１時間）

５ 〇長方形を構成要素に着目して見ることを通して、
長方形の意味や性質を理解する。

○か長方形のとくちょうをしらべよう。
○ま ４つのかどがみんな直角になっている四角形を
長方形という。長方形のむかい合っているへんの長
さは同じになっている。

・用語「長方形」直角の数
や辺の長さに着目して長方
形の特徴をとらえる

〔知・技〕
長方形は４つのかどが
直角になっている四角形
で、対辺の長さが等しい
ことを理解している。

【観察・ノート】
６ 〇正方形を構成要素に着目して見ることを通して、

正方形の意味や性質を理解する。

○か形のとくちょうをはっきりさせよう。
○ま ４つのかどがみんな直角で、４つのへんの長さ
がみんな同じになっている四角形を正方形という。

・用語「正方形」直角の数
や辺の長さに着目して正方
形の特徴をとらえる

〔知・技〕
正方形は４つのかどが
直角で、4辺の長さが等
しい四角形であることを
理解している。

【観察・ノート】
７ 〇長方形、正方形を対角線で分割してできた三角

形を、構成要素に着目して見ることを通して、直角
三角形の意味や性質を理解する。

○か形のとくちょうをはっきりさせよう。
○ま 直角のかどがある三角形を直角三角形という。

・用語「直角三角形」直角
に着目して直角三角形の
特徴をとらえる

〔知・技〕
直角三角形は１つのか
どが直角になっている三
角形であることを理解し
ている。

【観察・ノート】
８ 〇方眼を利用した長方形、正方形、直角三角形の

かき方を、方眼の仕組みや図形の性質について考
え、作図することができる。

○か 方眼紙をつかって、直角のかどがある形をかこ
う。

○ま 方眼紙のますが正方形になっていることをつか
うと、直角のかどがある形がかける。

・方眼を活用して、長方形、
正方形、直角三角形をかく

〔思・判・表〕
方眼を利用した長方形、
正方形、直角三角形の
かき方を、方眼の仕組み
や図形の性質に着目し
て考え、作図している。

【観察・ノート】
９ 〇単元の学習の活用を通して事象を数理的にとら

え論理的に考察し、問題を解決する。

○か 学習の仕上げをしよう。

○ま 必要な学習内容を確認できる

・学習内容の生活への活
用

〔態〕
学習内容を生活に生か
そうとしている。

【観察・ノート】
１０ 〇学習内容の定着を確認するとともに、数学的な見

方・考え方振り返り価値づける。

○か 学習の仕上げをしよう。

○ま 必要な学習内容を確認できる。

・学習内容の習熟・定着 〔知・技〕
基本的な問題を解決す
ることができる。

【観察・ノート】

〇主な学習活動 課題：○か まとめ：○ま 学習内容 主な評価規準
１ 〇面積の比べ方を様々な方法で考え、説明でき

る。

○か 広さを数で表す方法を考えよう。

○ま 面積は、１辺が１㎝の正方形が何こ分あるか
で表すことができる。

・図形を構成する正方形や
長方形の数に着目し、面
積の比べ方を考える

〔思・判・表〕
図形を構成する正方形
や長方形の数に着目し
て、面積の比較について
考え、説明している。

【観察・ノート】
〇長方形、正方形の面積を計算で求める方法を
理解し、面積の求め方を公式にまとめることがで
きる。

○か 面積を計算で求める方法を考えよう。

○ま 長方形や正方形の面積を計算で求めるには、
①となり合った２つの辺の長さをはかる。
②２つの辺の長さを表す数をかける。

・１㎠のますの数に着目し、
長方形や正方形の面積を
求める公式を考える

〔思・判・表〕
正方形、長方形の特徴や
１㎠のますの数に着目し
て、長方形や正方形の面
積を求める公式を考え、
説明している。

【観察・ノート】
４ 〇長方形、正方形の面積を計算で求める方法を

理解し、面積の求め方を公式にまとめることがで
・面積の公式の適用 〔知・技〕

公式を用いて、長方形や



第６学年（全５時間）

きる。

○か 面積を計算で求める方法を考えよう。

○ま 長方形や正方形の面積を計算で求めるには
①となり合った２つの辺の長さをはかる。
②２つの辺の長さを表す数をかける。

正方形の面積を求めるこ
とができる。

【観察・ノート】

５
本
時

◎既習の長方形や正方形の面積を求める学習を
活用して、L 字型の図形の面積の求め方を考え、
説明することができる。

○か どのようにすれば L 字型の形の面積を求め
ることができるでしょうか。

○ま L字型のような形の面積も、長方形

・L 字型の図形を構成する
長方形に着目し、面積の
求め方を考える

〔思・判・表〕
L 字型の図形がいくつか
の長方形で構成されて
いることに着目するなど、
面積の求め方を考え、説
明している。

【観察・ノート】

６ 〇面積の単位「平方メートル（㎡）」を知り、辺の
長さがｍの場合も、長方形や正方形の面積の公
式が適応できることを理解する。

○か 大きな面積の表し方を考えよう。

○ま １辺が 1ｍの正方形の面積を１平方メートルと
いい、１㎡と書く。

・基にする広さに着目して、
大きな面積の表し方を考
える

〔思・判・表〕
基にする広さに着目し
て、大きな面積の表し方
を考え、説明している。

【観察・ノート】

７ 〇ｍと㎝の関係を基に面積の単位㎡と㎠の関係
を考え、説明することができる。

○か ㎠と㎡との関係を考えよう。

○ま 1ｍ＝１００㎝だから、１㎡＝１００００㎠

・１ｍ＝１００㎝であること
に着目し、１㎡＝１００００㎠
であることを考える

〔思・判・表〕
１ｍ＝１００㎝であることに
着目して、1 ㎡＝10000
㎠であることを考え、説
明している。

【観察・ノート】
８ 〇面積の単位「アール（ａ）」「ヘクタール（ha）」

「平方キロメートル（㎢）」を知り、面積の単位の相
互関係を理解する。

○か 大きな面積の表し方を調べよう。

○ま 基にする広さの正方形の１辺を１ｍから 10ｍ、
10ｍから１００ｍと変えて新し単位ができている。

・面積の単位「アール」
「ヘクタール」「平方キロメ
ートル」

〔知・技〕
辺の長さの単位が揃って
いない長方形の面積を
㎡や㎠で表すことができ
る。

【観察・ノート】
９ 〇面積の単位「アール（ａ）」「ヘクタール（ha）」

「平方キロメートル（㎢）」を知り、面積の単位の相
互関係を理解する。

○か さらに大きな面積の表し方を考えよう。

○ま 県や町などの広いところの面積を表すには、１
辺が 1㎞の正方形の面積を単位にする。

・正方形の１辺の長さに着
目し、単位の相互関係を考
える

〔思・判・表〕
正方形の 1 辺の長さに
着目して、１㎠、100 ㎠、
１㎡、１ａ、1ha、１㎢の単
位の相互関係を考え、説
明している。

【観察・ノート】
１０ 〇長方形の周りの長さと面積の関係を、表やグラ

フを基に考え、説明することができる。

○か調べ方を考えよう。
○ま 折れ線グラフにすると、変わり方がわかりやす
い。

・表や折れ線グラフに着目
して、縦の長さと面積の関
係を考える。

〔思・判・表〕
表や折れ線グラフに着目
して、縦の長さと面積の
関係を考え、説明してい
る。

【観察・ノート】
１１ 〇学習内容の定着を確認するとともに、数学的な

見方・考え方を振り返り価値づける。

○か 学習の仕上げをしよう。

○ま 必要な学習内容を確認できる。

・学習内容の習熟・定着 〔知・技〕
基本的な問題を解決す
ることができる。

【観察・ノート】

〇主な学習活動 課題：○か まとめ：○ま 学習内容 主な評価規準
１ 〇身の回りにあるものの形について、その概形 ・図形の構成要素や性質 〔態〕



５ 本時の学習

（１）共通目標

① 形や図形について関心を持ち、形や図形の問題に取り組むことができる。

② 個々に設定された時間の中で、集中して取り組むことができる。

（２）児童の実態と個人目標

A児・図形の特徴をとらえて、課題解決に取り組むことができる。

B児・掲示コーナーを活用したり、友達と相談したりして学習に取り組むことができる。

C児・具体物があると、意欲的に操作活動や学習に取り組む事ができる。

D児・既習事項をもとにして考えることができる。

E 児・手立てをもとにして学習を進めることができる。

F児・気持ちにムラがあり、課題に取り組めない。操作活動によって、課題に取り組むことができる。

をとらえることで面積を求められることを理解
する。

○か およその面積の求め方を考えよう。

○ま およその面積と実際の面積は、ほとんど等
しい。

に着目し、身の回りのも
のの形についてその概形
をとらえ、およその面積の
求め方を考える。

身の回りにあるものの形
の概要をとらえて、面積
を求めようとしている。

【観察・ノート】

２
本
時

◎身の回りにあるものの形について、その概形
をとらえることで面積を求められることを理解
する。

○かおよその面積の求め方をまとめよう。
○ま 身の回りの色々なものも、面積の求め方が
わかっている図形をみると、およその面積を求
めることができる。

・身の回りのもののおよ
その面積を求める。

〔知・技〕
身の回りにあるものの形
について、その概要をとら
えることで、およその面積
を求められることを理解
し、面積を求めることが
できる。

【観察・ノート】

３ 〇身の回りにあるものの形について、その概形
をとらえることで容積や体積を求められること
を理解する。

○か およその面積の求め方を考えよう。

○ま 身の回りの色々なものも、体積の求め方が
わかっている図形をみると、およその体積を求
めることができる。

・図形の構成要素や性
質に着目し、身の回りの
ものの形についてその概
形をとらえ、およその容積
や体積の求め方を考え
る。

〔思・判・表〕
身の回りにあるものの形
の概形をとらえて、およそ
の容積や体積の求め方
を考えている。

【観察・ノート】

４ 〇単元の学習の活用を通して事象を数理的に
とらえ論理的に考察し、問題を解決する。

○か 学習の仕上げをしよう。

○ま 必要な学習内容を確認できる。

・学習内容の生活への活
用

〔思・判・表〕
学習内容を生活に生か
そうとしている。

【観察・ノート】
５ 〇学習内容の定着を確認するとともに、数学的

な見方・考え方を振り返り価値づける。

○か およその面積の求め方を考えよう。

○ま 身の回りにあるものの形や図形をみて考え
ると、およその面積や体積を求めることができ
る。

・数学的な見方・考え方
の振り返り

〔思・判・表〕
数学的な着眼点と考察
の対象を明らかにしなが
ら、単元の学習を整理し
ている。

【観察・ノート】

個人目標

A ・一斉指導の場面で、授業内容を知り、見通しを持って取り組むことができる。

・個別の課題解決の場面で、三角形や四角形を直線の数や頂点などをもとにして見つけることができる。



B ・一斉指導の場面で、授業内容を知り、見通しを持って取り組み、三角形や四角形の特徴を理解することができる。

・個別の課題解決の場面で、三角形や四角形の特徴を掲示コーナーを活用して見つけることができる。

C ・一斉指導の場面で、見通しをもって取り組み、友達と話し合いながら三角形や四角形の特徴について理解すること

ができる。

・個別の課題解決の場面で、三角形や四角形を友達と話し合いながら見つけることができる。

D ・一斉指導の場面で、授業内容を知り、見通しをもって学習に取り組むことができる。

・個別の課題解決の場面で、既習の長方形や正方形を基にして面積を求めることができる。

E ・一斉指導の場面で、見通しをもって取り組み、友達と一緒に問題に取り組むことができる。

・個別の課題解決の場面で方眼紙の１㎠のますの数を数えて面積を求めることができる。

F ・一斉指導の場面で、授業内容を知り、課題意識をもって取り組むことができる。

・個別の課題解決の場面で、どの基本図形を使えば面積が求められるか考えておよその面積を求めることができる。



（３） 学習過程

段階 学習活動

◎学習内容

時 間

（分）

教師の支援と評価（◎予想される児童の反応 ※指導の手だて） 本校の研究との関連［A～C］

A児（２男） B児（２男） C児（２女） D 児（４男） E児（４女） F 児（６男）

め

あ

て

１ ウォーミングアップをする。

２ 本時の問題と課題を捉える。

３

１０

A児（２男） B児（２男） C児（２女） D 児（４男） E児（４女） F 児（６男）

目標
三角形や四角形
を直線の数や頂

目標
三角形や四角形
を掲示コーナーを

目標
三角形や四角形
を掲示コーナー

目標
既習の長方形や
正方形を基にし

目標
方眼紙の１㎠の
ますの数を数えて

目標
どの基本図形を
使えば面積が求

※全児童が姿勢を正し、落ち着いて教師に目線を合わせてから挨拶を始めるようにする。

※休み時間からの切り替えを行うために、挨拶は正しく行うよう徹底する。

※ウォーミングアップでは、大型テレビを使って算数への学習の意欲づけを図る。【C】

問題

㋐ ㋗「 から の中から、三角形や四角形を見つけよう」
問題

「この形の面積をもとめよう」

問題

「およその面積

を求めよう」

個の課題

どこを見れば
見つけられる
かわけもいっ
しょに考えよ
う

個の課題

どこを見れば
見つけられる
かヒントカー
ドをつかって
考えよう

個の課題

どこを見れば
見つけられる
か考えよう

個の課題

どのようにす
ればこの面積
をもとめられ
るのか考えよ
う

個の課題

どのようにす
ればこの面積
をもとめられ
るか方がん紙
をつかって考
えよう

個の課題

きほんの図形
をもとにすれ
ば面積が求
められるか考
えよう

※本時では、各学年での形・面積の問題に取り組むという課題を個別に設定する。【B】



見
通
し

学
び
合
い

３ 課題解決に対する見通しを
もつ。

４ 学年ごとのグループで課題
解決に向けた学び合いを行
う。

２０

点などをもとにし
て見つけることが
できる。

◎急いで課題解
決しようとし、
勘違いすること
があるが、自分
の力で取り組
むことができ
る。

※慌てずに落ち着い

て取り組むように

促す。

A児（２男）

活用して見つける
ことができる。

◎聞いていること

の意味が理解

できれば、集中

して取り組むこ

とができる。

※必要に応じて、課

題の意味を一緒

に確認し、集中し

て取り組めるよう

に支援する。

B 児（２男）

を活用したり、友
達と話し合ったり
して見つけること
ができる。

◎自分の考えを

もつことが苦

手ではあるが、

やり方が分か

れば、積極的

に発表し取り

組むことができ

る。

※必要に応じて、掲

示コーナーの活

用を促す。

C児（２女）

て面積を求める
ことができる。

◎自分の力で取
り組もうとする
が、周りが気に
なり時間がか
かることがあ
る。

※手が止まっている

ときには、掲示コ

ーナーを活用する

ように促す。

D児（４男）

面積を求めること
ができる。

◎手がかりがわ
かれば、集中し
て取り組むこと
ができる。

※方眼紙や掲示コ

ーナーを手がかり

にして取り組める

よう支援する。

E 児（４女）

められるか考えて
およその面積を
求めることができ
る。

◎問題に取り組
もうとするが、
できない問題
だと思うと、あ
きらめてしまう
ことがある。

※透明シートを渡

し、最後まで集中

して取り組めるよ

うに支援する。

F 児（６男）

見通し

・直線の数を数えてみる。

・へんが直線かどうか確かめてみる。

見通し

・線をひいてみる。

・切ってみる。

見通し

・似ている形

の図形をもと

に考えてみる。

・同じ学年の友達と一緒に問題解決に向けて話し合うことで、学び合いを深める。【A】

・分からない時や困った時には、自力解決の手段（掲示物）を参照させて、解決を図る。【A】

㋐ ㋗※大型ホワイトボードに貼ってある ～ の図形

を用意しておき、操作しながら話し合えるように

しておく。

※自分の考えをホワイトボード

に書いて、発表できるようにし

ておく。

※掲示コーナーには、長方形に

切り分けた図形などを貼って

おく。

※一人で課

題解 決が

難しいよう

であれば、

教 師 が一

緒に考えな



ま
と
め ５ 課題に対するまとめをする。

A児（２男） B児（２男） C児（２女） D 児（４男） E児（４女） F 児（６男）

まとめ

「へんやちょう点を見れば、三角形や四角形を見つけ

ることができる」

まとめ

「長方形や正方形の形をもとにして考

えればもとめることができる」

まとめ

「基本の図形を

もとにすると、お

よその面積を求

めることができ

る」

※分かったことを教師がインタビュー形式で聞きながら、グループごとにまとめをする。まとめをワークシートに

記入する。【B】



６ 評価

（１）共通目標に係る評価

① 形や図形について関心を持ち、形や図形の問題に取り組むことができたか。

② 個々に設定された時間の中で、集中して取り組むことができたか。

習
熟
習

得

振
り
返
り

６ 確認問題をする。

７ 振り返りを行う。

【ワークシート】

９

３

確認問題

「へんをかきたして、三角形や四角形をかこう」

確認問題

「いろいろな方法で面積をもとめよう」

確認問題

「道路ひょうし

きのおよその

面積を求めよ

う」

本時の評価

三角形や四
角形を直線
の数や頂点
などをもと
にして見つ
けることが
できた。

〇今日のかだい〇

〇まとめ〇

〇ふりかえり〇

本時の評価

三角形や四

角形の特徴

を掲示コー

ナーを活用

して見つけ

ることがで

きた。

本時の評価

三角形や四
角形を友達
と話し合い
ながら見つ
けることが
できた。

本時の評価

既習の長方
形や正方形
を基にして
面積を求め
ることがで
きた。

本時の評価

方眼紙の１
㎠のますの
数を数えて
面積を求め
ることがで
きた。

本時の評価

どの基本図
形を使えば
面積が求め
られるか考
えておよそ
の面積を求
めることが
できた。

※本時の学びはどうだったかを書かせ、自分の学びの実感を高められるようにする。【B】

※本時の評価問題に取り組ませ、教師が採点をする。理解不足の児童には個別指導をす



（２）個人目標に係る評価

自己評価

A ・一斉指導の場面で、授業内容を知り、見通しを持って取り組むことができたか。

・個別の課題解決の場面で、三角形や四角形を直線の数や頂点などをもとにして見つけることができたか。

B ・一斉指導の場面で、授業内容を知り、見通しを持って取り組み、三角形や四角形の特徴を理解することができたか。

・個別の課題解決の場面で、三角形や四角形の特徴を掲示コーナーを活用して見つけることができたか。

C ・一斉指導の場面で、見通しをもって取り組み、友達と話し合いながら三角形や四角形の特徴について理解することができたか。

・個別の課題解決の場面で、三角形や四角形を友達と話し合いながら見つけることができたか。

D ・一斉指導の場面で、授業内容を知り、見通しをもって学習に取り組むことができたか。

・個別の課題解決の場面で、既習の長方形や正方形を基にして面積を求めることができたか。

E ・一斉指導の場面で、見通しをもって取り組み、友達と一緒に問題に取り組むことができたか。

・個別の課題解決の場面で方眼紙の１㎠のますの数を数えて面積を求めることができたか。

F ・一斉指導の場面で、授業内容を知り、課題意識をもって取り組むことができたか。

・個別の課題解決の場面で、どの基本図形を使えば面積が求められるか考えておよその面積を求めることができたか。



（３）板書計画

６年 ２年 ４年

問だい

㋐ ㋗「 から の中から、三角形や四角形を見つ

けよう」

問題

「この形の面積をもとめよう」

問題

「およその面積を求めよう」

見通し

・同じ大きさや形の図形をもとに考えてみる。

個の課題

きほんの図形をもとにすれば、面積が求め
られるか考えよう

かだい

どこを見れ
ば見つけら
れるかわけ
もいっしょに
考えよう

かだい

どこを見れ
ば見つけら
れるか考え
よう

かだい

ど こ を 見
れば見つ
け ら れ る
かヒントカ
ー ド を つ
か っ て 考
えよう

かだい

どのようにす
ればこの面積
をもとめられ
るのか考えよ
う

かだい

どのようにす
ればこの面積
をもとめられ
るか方がん紙
をつかって考
えよう

見通し

・線をひいてみる。

・切ってみる。

見とおし

・直線の数を数えてみる。

・へんが直線かどうか確かめてみる。

まとめ

「へんやちょう点を見れば、三角形や四角形を

見つけることができる」

まとめ

「長方形や正方形の形をもとにして考えればもとめ

ることができる」

まとめ

「きほんの図形をもとにすれば、およその面積を求

めることができる」

【本時の学び合いの意図】友達と関わり合い、自分の考えと相手の考えを比較、検討しながら課題に取り組む。



（３） 学習過程

段階 学習活動

◎学習内容

時 間

（分）

教師の支援と評価（◎予想される児童の反応 ※指導の手だて） 本校の研究との関連［A～C］

A児（２男） B 児（２男） C児（２女） D児（４男） E 児（４女） F児（６男）

め

あ

て

１ ウォーミングアップをする。

２ 本時の問題と課題を捉える。

３

１０

※全児童が姿勢を正し、落ち着いて教師に目線を合わせてから挨拶を始めるようにする。

※休み時間からの切り替えを行うために、挨拶は正しく行うよう徹底する。

※ウォーミングアップでは、大型テレビを使って算数への学習の意欲づけを図る。【C】

問題

㋐ ㋗「 から の中から、三角形や四角形を見つけよう」
問題

「この形の面積をもとめよう」

問題

「およその面積

を求めよう」

個の課題

どこを見れば
見つけられる
かわけもいっ
しょに考えよ
う

個の課題

どこを見れば
見つけられる
かヒントカー
ドをつかって
考えよう

個の課題

どこを見れば
見つけられる
か考えよう

個の課題

どのようにす
ればこの面積
をもとめられ
るのか考えよ
う

個の課題

どのようにす
ればこの面積
をもとめられ
るか方がん紙
をつかって考
えよう

個の課題

きほんの図形
をもとにすれ
ば面積が求
められるか考
えよう

※本時では、各学年での形・面積の問題に取り組むという課題を個別に設定する。【B】



見
通
し

３ 課題解決に対する見通しを
もつ。

A児（２男） B 児（２男） C児（２女） D児（４男） E 児（４女） F児（６男）

目標
三角形や四角形
を直線の数や頂
点などをもとにし
て見つけることが
できる。

◎急いで課題解
決しようとし、
勘違いすること
があるが、自分
の力で取り組
むことができ
る。

※慌てずに落ち着い

て取り組むように

促す。

目標
三角形や四角形
を掲示コーナーを
活用して見つける
ことができる。

◎聞いていること

の意味が理解

できれば、集中

して取り組むこ

とができる。

※必要に応じて、課

題の意味を一緒

に確認し、集中し

て取り組めるよう

に支援する。

目標
三角形や四角形
を掲示コーナー
を活用したり、友
達と話し合ったり
して見つけること
ができる。

◎自分の考えを

もつことが苦

手ではあるが、

やり方が分か

れば、積極的

に発表し取り

組むことができ

る。

※必要に応じて、掲

示コーナーの活

用を促す。

目標
既習の長方形や
正方形を基にし
て面積を求める
ことができる。

◎自分の力で取
り組もうとする
が、周りが気に
なり時間がか
かることがあ
る。

※手が止まっている

ときには、掲示コ

ーナーを活用する

ように促す。

目標
方眼紙の１㎠の
ますの数を数えて
面積を求めること
ができる。

◎手がかりがわ
かれば、集中し
て取り組むこと
ができる。

※方眼紙や掲示コ

ーナーを手がかり

にして取り組める

よう支援する。

目標
どの基本図形を
使えば面積が求
められるか考えて
およその面積を
求めることができ
る。

◎問題に取り組
もうとするが、
できない問題
だと思うと、あ
きらめてしまう
ことがある。

※透明シートを渡

し、最後まで集中

して取り組めるよ

うに支援する。

見通し

・直線の数を数えてみる。

・へんが直線かどうか確かめてみる。

見通し

・線をひいてみる。

・切ってみる。

見通し

・似ている形

の図形をもと

に考えてみる。



学
び
合
い

ま
と
め

４ 学年ごとのグループで課題
解決に向けた学び合いを行
う。

５ 課題に対するまとめをする。

２０

A 児（２男） B児（２男） C児（２女） D児（４男） E 児（４女） F児（６男）

・同じ学年の友達と一緒に問題解決に向けて話し合うことで、学び合いを深める。【A】

・分からない時や困った時には、自力解決の手段（掲示物）を参照させて、解決を図る。【A】

まとめ

「へんやちょう点を見れば、三角形や四角形を見つけ

ることができる」

まとめ

「長方形や正方形の形をもとにして考

えればもとめることができる」

まとめ

「基本の図形を

もとにすると、お

よその面積を求

めることができ

る」

※分かったことを教師がインタビュー形式で聞きながら、グループごとにまとめをする。まとめをワークシートに

記入する。【B】

㋐ ㋗※大型ホワイトボードに貼ってある ～ の図形

を用意しておき、操作しながら話し合えるように

しておく。

※自分の考えをホワイトボード

に書いて、発表できるようにし

ておく。

※掲示コーナーには、長方形に

切り分けた図形などを貼って

おく。

（１例）

※一人で課

題 解決が

難しいよう

であれば、

教 師 が一

緒に考えな

がら支援す

る。



習
熟
習

得

振
り
返
り

６ 確認問題をする。

７ 振り返りを行う。

【ワークシート】

９

３

A児（２男） B 児（２男） C児（２女） D児（４男） E 児（４女） F児（６男）

確認問題

「へんをかきたして、三角形や四角形をかこう」

確認問題

「いろいろな方法で面積をもとめよう」

確認問題

「道路ひょうし

きのおよその

面積を求めよ

う」

本時の評価

三角形や四
角形を直線
の数や頂点
などをもと
にして見つ
けることが
できた。

〇今日のかだい〇

〇まとめ〇

〇ふりかえり〇

本時の評価

三角形や四

角形の特徴

を掲示コー

ナーを活用

して見つけ

ることがで

きた。

本時の評価

三角形や四
角形を友達
と話し合い
ながら見つ
けることが
できた。

本時の評価

既習の長方
形や正方形
を基にして
面積を求め
ることがで
きた。

本時の評価

方眼紙の１
㎠のますの
数を数えて
面積を求め
ることがで
きた。

本時の評価

どの基本図
形を使えば
面積が求め
られるか考
えておよそ
の面積を求
めることが
できた。

※本時の学びはどうだったかを書かせ、自分の学びの実感を高められるようにする。【B】

※本時の評価問題に取り組ませ、教師が採点をする。理解不足の児童には個別指導をす



６ 評価

（１）共通目標に係る評価

① 形や図形について関心を持ち、形や図形の問題に取り組むことができたか。

② 個々に設定された時間の中で、集中して取り組むことができたか。

（２）個人目標に係る評価

自己評価

A ・一斉指導の場面で、授業内容を知り、見通しを持って取り組むことができたか。

・個別の課題解決の場面で、三角形や四角形を直線の数や頂点などをもとにして見つけることができたか。

B ・一斉指導の場面で、授業内容を知り、見通しを持って取り組み、三角形や四角形の特徴を理解することができたか。

・個別の課題解決の場面で、三角形や四角形の特徴を掲示コーナーを活用して見つけることができたか。

C ・一斉指導の場面で、見通しをもって取り組み、友達と話し合いながら三角形や四角形の特徴について理解することができたか。

・個別の課題解決の場面で、三角形や四角形を友達と話し合いながら見つけることができたか。

D ・一斉指導の場面で、授業内容を知り、見通しをもって学習に取り組むことができたか。

・個別の課題解決の場面で、既習の長方形や正方形を基にして面積を求めることができたか。

E ・一斉指導の場面で、見通しをもって取り組み、友達と一緒に問題に取り組むことができたか。

・個別の課題解決の場面で方眼紙の１㎠のますの数を数えて面積を求めることができたか。

F ・一斉指導の場面で、授業内容を知り、課題意識をもって取り組むことができたか。

・個別の課題解決の場面で、どの基本図形を使えば面積が求められるか考えておよその面積を求めることができたか。



（３）板書計画

６年 ２年 ４年

問だい

㋐ ㋗「 から の中から、三角形や四角形を見つ

けよう」

問題

「この形の面積をもとめよう」

問題

「およその面積を求めよう」

見通し

・同じ大きさや形の図形をもとに考えてみる。

個の課題

きほんの図形をもとにすれば、面積が求め
られるか考えよう

かだい

どこを見れ
ば見つけら
れるかわけ
もいっしょに
考えよう

かだい

どこを見れ
ば見つけら
れるか考え
よう

かだい

ど こ を 見
れば見つ
け ら れ る
かヒントカ
ー ド を つ
か っ て 考
えよう

かだい

どのようにす
ればこの面積
をもとめられ
るのか考えよ
う

かだい

どのようにす
ればこの面積
をもとめられ
るか方がん紙
をつかって考
えよう

見通し

・線をひいてみる。

・切ってみる。

見とおし

・直線の数を数えてみる。

・へんが直線かどうか確かめてみる。

まとめ

「へんやちょう点を見れば、三角形や四角形を

見つけることができる」

まとめ

「長方形や正方形の形をもとにして考えればもとめ

ることができる」

まとめ

「きほんの図形をもとにすれば、およその面積を求

めることができる」

【本時の学び合いの意図】友達と関わり合い、自分の考えと相手の考えを比較、検討しながら課題に取り組む。


